
様式第１号

                   平成28年度 学校経営計画書

学校番号 42 学校名 静岡県立静岡東高等学校 校長名 勝山 博子

１ 目指す学校像

(1) 教育目標

ア 教育方針    学業と人間形成の両面において、生徒一人ひとりを大切に育てる

イ 生徒実行目標  自分に負けるな

ウ 教育重点目標

(ｱ) 時代や社会の変化に応じて教育環境を整え、生徒・保護者・地域から「生徒を伸ばす進学校」として常に信頼され

る学校を目指す。

(ｲ) 創立以来の自主・自律の精神を継承し、授業・部活動・学校行事等の様々な教育活動において、生徒個々の主体的

に学び粘り強く努力する姿勢、集団内における思いやりの心やリーダー性、豊かな人間性を育成する。

(ｳ) 生徒の可能性を広げて確固たる志を育て、生涯にわたって自己実現を目指しながら、我国及び国際社会の発展に貢

献できる人材を育成する。

(2) 目標具現化の柱

ア 生徒の学力を分析しながら組織的な授業改善に取り組むとともに、土曜授業・週末課題・学年週テスト・補習

等をとおして生徒の学習習慣を確立させ、生徒一人ひとりの学力の保証と伸長に努める。

イ 外部人材の活用や高大連携をとおして、大学の専門性や高度な理系教育への興味づけを図り、高い志に向けた

進路目標に挑戦しようとする意欲を育てる。

ウ 授業・部活動・自主学習の生活サイクルや学校行事の中で、目標に向けて自己コントロールする力や主体的な

行動力、グローバル化へ対応する力等を養い、心身のバランスのとれた成長を促す。

  エ 災害・事故・病気等から積極的に命を守り、集団内で自他の存在を大切にする態度を身につけさせる。

  オ 広報活動を充実させ、地域の中学校や県民に対して本校の教育内容や教育成果についての周知を図る。

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記入）

※１：理系高大連携推進委員会、※２：部活動の指導工夫・改善委員会、※３：台湾との交流実施委員会、

※４：国際理解教育推進委員会、※５：いじめ防止対策委員会

取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当

(1)

授

業

改

善

と

学

力

向

上

ア 授業研究

(ｱ) 授業改善についての教員研修

(ｲ) 先進校への教員の訪問研修

イ 授業評価

(ｱ) 土曜公開授業外部アンケート

(ｲ) 生徒による授業評価

ウ 学力の定着

(ｱ) 模試・センター試験の結果分析

(ｲ) 計画的で組織的な学年週テスト・

週末課題・朝学習・補習授業

(ｳ) ３学年の予備校ＤＶＤ講座の活用

(ｴ) ３学年の自習室の活用

(ｵ) 読書による知識と読解力の向上

・教員の授業公開率 100％

・教員の教科指導セミナー参加者人数 ３人以上

・教員の先進校訪問人数 ４人以上

・校内教員研修参加者満足度 80％以上

・教員のセンター試験問題確認率 ５教科100％

・授業が解りやすいと思う生徒の割合 70％以上

研修課

・土曜授業の外部評価 良好が80％以上 教務課

・１・２年家庭学習時間 １日平均２時間以上

・職員会議での模試の分析回数 ３回以上

・１・２年11月進研模試偏差値平均 55以上

・センター試験平均点 全国平均＋５％以上

・３学年予備校ＤＶＤ講座参加者数 40人以上

進路指導課

学年

・図書館の貸出本冊数 2,500冊以上 図書課



(2)

志

の

育

成

と

進

路

目

標

へ

の

挑

戦

ア キャリア教育

(ｱ) 全校生徒対象のキャリア講演会

(ｲ) 1学年キャリア講座による職業観の育成

イ 高大連携

(ｱ) 県内大学での高大連携専門教養講座

(ｲ) 静岡大学理学部・農学部での実習体験

(ｳ) 東京大学での講義受講と施設見学

(ｴ) ２学年の大学模擬授業

(ｵ) ２学年の大学訪問

ウ 進路指導

(ｱ) 組織的できめ細かな進路指導

(ｲ) 進路についての生徒個人面談

(ｳ) １・２学年ハイレベル模試への挑戦

・専門教養講座の単位取得生徒数 10人以上

・生徒個人面談回数 ５回以上
教務課

・キャリア講演会生徒満足度 80％以上

・キャリア講座生徒満足度 80％以上

・東京大学訪問生徒数 40人程度

・東京大学訪問生徒満足度 80％以上

・大学模擬授業生徒満足度 80％以上

・センター試験５教科受験率 80％以上

・国公立大学現役合格者数 180人以上

・難関国公立大学(※６)合格者数 30人以上

・ハイレベル模試受験者数 学年各30人以上

進路指導課

学年

・静岡大学での実習体験参加者数 20人以上

・静岡大学での実習体験生徒満足度 80％以上
※１

(3)

能

力

や

特

性

の

育

成

ア 部活動

(ｱ) メリハリのある生活習慣

(ｲ) １・２年生全員の部活動所属

(ｳ) 部活動における県大会以上への挑戦

イ 国際理解教育

(ｱ) 台北市立内湖高級中学校との交流

(ｲ) ２学年の海外修学旅行

(ｳ) 生徒英語研修（国内留学）

ウ 特色ある学校行事

(ｱ) 感性を育てる文化教室

(ｲ) 企画力・団結力を育てる文化祭

(ｳ) 記録に挑戦する体育大会・マラソン大会

・遅刻生徒数 １日平均全校で７人以下 教務課

・１・２年生部活動加入率 100％

・運動部活動県大会出場率 100％

・東海大会以上への出場部活数 ５部活以上

生徒指導課

・外部講師による部活動講座実施回数 10回以上 ※２

・内湖高級中学校との交流回数 ２回 ※３

・修学旅行生徒満足度 各コース80％以上 ２学年

・生徒英語研修の参加者数 30人以上

・英語研修の生徒満足度 80％以上

・実用英語検定準２級以上取得者数 200人以上

※４

・文化教室生徒満足度 70％以上 図書課

(4)

命

を

守

る

教

育   
の

推

進

ア 防災・減災

(ｱ) 生徒の地域防災訓練への参加

(ｲ) 地域防災会議の実施

イ 交通マナーの向上

(ｱ) 職員・生徒・保護者による街頭交通指導

(ｲ) 交通指導員による学年交通教室

ウ 健康教育

(ｱ) 熱中症やウイルス性疾患の予防

(ｲ) 健康講座・薬学講座・ＡＥＤ講習の実施

(ｳ) 教育相談機能の充実

・地域防災訓練への生徒参加率 80％以上 総務課

・重大な生徒交通事故件数 ０件

・組織的な街頭指導回数 ３回以上

・交通教室回数 各学年１回以上

生徒指導課

学年

・体罰・いじめの発生件数 ０件 ※５

・生徒検診結果による治療率 前年度より向上

・保健便りによる健康指導回数 15回以上

・ウイルス性疾患による学級閉鎖件数 ０件

保健課

・グループエンカウンター実施回数 各学級１回

・教育相談だより発行回数 ８回以上
教育相談課

(5)

広

報

活

動

の

充

実

ア 学校公開によるＰＲ

(ｱ) 土曜日の学校公開・部活動公開

(ｲ) 校内美化

イ 地域への発信

(ｱ) ＨＰによる教育発信

(ｲ) 新聞による学校ＰＲ

(ｳ) 明るく親切な窓口対応

・土曜日の学校公開回数 ７回(部活動公開２回)

・公開授業の参加者数計 1,900人以上
教務課

・土曜公開での校内美化への外部意見 批判０件 保健課

・ＨＰアクセス回数 15万回以上

・ＨＰ更新頻度 週５回以上
情報管理課

・新聞記事掲載回数 40回以上 総務課等

・事務室窓口へのクレーム件数 ０件 事務室

※６→旧帝国大学＋９国立大学（筑波、千葉、東京工業、一橋、東京外語、横浜国立、金沢、神戸、広島）

＋国公立大学医学部医学科


